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目 的

入来牧場では147haの 中標高山地で牛 ・馬を合計370頭 ほど飼養 し,教 官1名 と技官8名 のス

タッフで農学部の畜産分野の実習を行っている。実習は家畜生産に関する技術や労働について,

6日 間の合宿で行われる。本調査は牧場で行う実習内容を改善する基礎飼料を得るため,学 生が

実習をどのように評価 しているかをアンケー トで調査 した。

材料と方法

1992年5月 に行われた獣医学科3年 生の実習について,受 講生が実習をどのように評価 してい

るかを知るために,実 習終了直後に男子24名 および女子12名 の合計36名 にアンケー ト調査 した。

結果と考察

第1図 に実習における学生 自身の評価を示 した。男女 とも自分はよくやったと評価 し,特 に女

子学生にその傾向が見られた。 一般に生産労働の経験が少ない学生にとって,あ る程度充実感を

もてる実習になっていたことが うかがえた。また,規 則的な団体生活であるため,期 間中は健康

状態が優れると評価する学生が多 くみ られた。

第2図 に牧場スタッフの態度 ・物腰 ・情熱の評価を示 した。現場では3班 に分かれ,技 官が指

導する場合が多 く,牧 場スタッフの態度 ・物腰 ・情熱および信頼 ・正義 ・平等感等について高く

評価 していた。このことから牧場スタッフの日頃の仕事に対する姿勢は指導効果を高める上で非

常に重要であることがうかがえた。

第3図 に実習内容に対する興味や刺激につての評価を示 した。興味や刺激の程度が必ず しも高

くないとする評価 も見 られ,い くらかの分野では更に指導内容を深めることが必要であることが

推測された。

第4図 に実習内容特別時間配分についての評価 を示 した。時間配分についての評価は大きく分

散 した。これは実習が3班 に分かれ,牧 場の業務の流れに沿う形でおこなわれるため,天 候の都

合も加わ り,計 画どお りにプログラムを進めることが困難であることを反映 した結果であると思

われた。

第5図 に説明内容の分か りやすさの評価を示 した。分かりやすさに対する評価も大きく分散し,

2や3の 評価がかなり見 られた。このことか ら,分 か りやすい話 し方について,ス タッフの力量

を更に高める努力が必要であると思われた。

第6図 に学部での平均的な講義と比較 した実習の評価 を示 した。男女とも実習に対 して高い評
、

価を示 した。このことから実習では,ス タッフの協力により工夫された実習を行うことで,講 義

とは異なる意味で教育効果を発揮する可能性が高いことが推察された。
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